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問題１  次の文の＿＿にはどんな言葉を入れたらよいか。 

１・２・３・４から最も適当なものを一つ選びなさい。 
 
 

(1) 法律の是非を＿＿＿議論がたたかわされた。 
1. 問わず              2．めぐって        3．ついて    4．わたり 

 
(2) 大学進学を決めた＿＿＿勉強しなければならない。 

1. といっても          2．末に                3．からには   4．くらい 
 
(3) 山本さんは会長に選ばれる＿＿＿、皆に人気がある。 

1. だけあって          2．たびに         3．につれ    4．ついでに 
 
(4) 食事を＿＿＿とたんに、停電になった。 

1. 始める              2．初めて            3．始めた    4．始めている 
 
(5) 冬は運動不足になり＿＿＿だから、気をつけよう。 

1. がたい              2．だらけ        3．向き     4．がち 
 
(6) この車を買うかどうか、乗って＿＿＿ことには決められない。 

1. みる              2．みない            3．みた     4．みて 
 
(7) 彼は会議が中止になったと聞いて＿＿＿、教えてくれなかった。 

  1. いながら              2．いたり         3．以来     4．まま 
 
(8) 昨日、舞台を見に行ったのに、めがねを忘れた＿＿＿あまりよく見えな

かった。 
1. に伴って              2．ものだから  3．のみならず  4．にあたり 

 
(9) 雨が降っていたので、ハイキングに行く＿＿＿映画を見に行った 。 

1. 際に              2．最中に        3．ついでに   4．かわりに 
 
(10) 幼い＿＿＿、なんでも許すのはその子のためにならない。 

1. おかげで              2．せいか        3．からといって   4．に応じて 
 
(11) このお寺の庭は、一年を＿＿＿＿一般に解放されている。 

1. 通して              2．中心に        3．わたって    4．もとより 
 


